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被
災
地
の
暮
ら
し
再
建
に
関
す
る
質
問
主
意
書

厚
生
労
働
省
が
今
月
二
日
発
表
し
た
本
年
三
月
の
毎
月
勤
労
統
計
調
査
（
速
報
値
）
に
よ
る
と
、
一
人
当
た
り
現
金
給
与
総

額
は
二
十
七
万
四
千
八
百
八
十
六
円
と
前
年
同
月
比
〇
・
四
％
減
で
、
特
に
給
与
の
減
少
は
卸
売
・
小
売
業
や
飲
食
・
サ
ー
ビ

ス
業
で
目
立
ち
、
製
造
業
に
お
い
て
は
所
定
外
労
働
時
間
が
前
月
比
六
・
八
％
減
と
落
ち
込
み
幅
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後

の
平
成
二
十
一
年
二
月
の
十
三
・
七
％
減
に
次
ぐ
大
き
さ
と
し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
は
雇
用
の
場
に
も
大
き
な
爪
痕
を
残
し
、
職
場
を
失
く
し
、
解
雇
さ
れ
、
給
料
が
出
な
い
な
ど
深
刻
な
状
況

で
あ
り
、
特
に
被
災
地
の
岩
手
・
宮
城
・
福
島
三
県
の
企
業
の
実
に
三
割
が
労
働
者
を
減
ら
し
た
と
聞
く
。
大
震
災
前
ま
で
、

現
政
権
に
よ
る
日
本
の
雇
用
を
空
洞
化
さ
せ
る
政
策
に
よ
り
、
景
気
の
先
行
き
不
透
明
感
か
ら
企
業
は
所
定
内
給
与
の
引
き
上

げ
に
慎
重
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の
水
準
に
は
戻
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
「
子
ど
も
手
当
」

「
高
速
道
路
無
料
化
」
「
戸
別
所
得
補
償
」
「
高
校
無
償
化
」
な
ど
の
理
念
な
き
バ
ラ
撒
き
政
策
が
行
わ
れ
て
き
た
た
め
、
我

が
国
の
経
済
状
況
、
特
に
雇
用
状
況
は
、
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
い
た
だ
け
に
事
態
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

国
は
被
災
地
の
暮
ら
し
再
建
に
向
け
て
の
具
体
的
な
課
題
に
対
し
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
早
急
に
精
緻
に
し
て
大
胆
な
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

一



従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

今
回
の
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
被
災
地
全
県
別
の
統
計
が
あ
れ
ば
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
そ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

国
土
交
通
省
は
今
月
二
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
の
菅
総
理
の
発
言
を
受
け
て
、
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
は
七
月
末
か
ら

八
月
初
め
に
か
け
て
、
被
災
地
か
ら
要
請
の
あ
る
約
七
万
二
千
戸
を
完
成
さ
せ
る
と
し
て
い
る
が
、
被
災
地
で
は
や
む
に
や

ま
れ
ぬ
事
情
に
よ
り
、
国
や
県
が
負
担
す
る
賃
貸
住
宅
に
移
転
し
た
人
も
い
る
。
被
災
地
に
お
い
て
、
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
設
住

宅
を
辞
退
し
、
賃
貸
住
宅
に
移
転
し
た
方
の
把
握
可
能
な
数
を
示
さ
れ
た
い
。

四

三
に
関
連
し
、
相
当
数
の
辞
退
者
が
出
た
場
合
、
余
剰
の
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
分
析
し
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

今
回
の
大
震
災
で
被
災
し
た
中
小
企
業
や
個
人
が
取
引
金
融
機
関
に
借
金
の
返
済
猶
予
を
相
談
し
て
お
り
、
中
で
も
復

旧
・
復
興
に
お
け
る
二
重
ロ
ー
ン
の
問
題
は
深
刻
で
あ
る
。
被
災
地
に
お
い
て
の
二
重
ロ
ー
ン
に
苦
し
む
相
談
件
数
を
把
握

二



可
能
な
限
り
、
個
人
・
法
人
そ
れ
ぞ
れ
被
災
地
全
県
別
で
示
さ
れ
た
い
。

六

五
に
関
連
し
、
銀
行
業
界
で
は
今
後
、
相
談
数
が
さ
ら
に
膨
ら
む
と
見
込
ん
で
、
公
的
資
金
を
使
っ
た
支
援
策
を
求
め
る

声
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
新
た
な
財
源
確
保
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、
国
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

七

民
主
、
公
明
、
我
が
党
三
党
が
本
年
四
月
末
ま
と
め
た
合
意
文
書
は
、
「
復
興
の
た
め
の
国
債
は
従
来
の
国
債
と
区
別

し
、
そ
の
消
化
や
償
還
を
担
保
す
る
」
と
明
記
し
た
。
今
後
こ
の
方
針
を
堅
持
し
、
対
応
し
て
い
く
方
向
に
変
わ
り
は
な
い

の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


